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を
作
り
だ
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、

全
国
大
会
と
来
夏
の
参
院
選
に
向
け
て
の

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。  

 
 

 

支
部
活
動
の
交
流
で
は
、
当
日
配
布
さ

れ
た
発
言
集
に
沿
っ
て
、
10
支
部
か
ら
発

言
。
埼
玉
か
ら
は
、
ト
ッ
プ
発
言
と
し
て
岩

槻
支
部
の
渡
辺
支
部
長
が
発
言
。
パ
ン
フ
で

は
、
行
田
・
羽
生
支
部
の
経
験
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
発
言
を
辞
退
し
、
代
わ

っ
て
春
日
部
支
部
の
福
家
さ
ん
が
発
言
（支

部
発
言
要
旨
は
、
別
途
掲
載
予
定
）
。  

 
 

 
 

 

そ
の
後
の
自
由
討
論
も
含
め
全
体
で
は

21
名
が
発
言
し
、
埼
玉
か
ら
は
、
本
山
常

任
理
事
が
南
区
で
の
支
部
づ
く
り
め
ざ
し

て
の
会
員
拡
大
の
経
験
と
教
訓
、
小
室
理

事
の
総
選
挙
の
た
た
か
い
を
振
り
か
え
っ
て

の
発
言
等
は
貴
重
な
も
の
で
し
た
。 

最
後
に
、
小
松
実
中
央
本
部
副
会
長
が

閉
会
の
あ
い
さ
つ
。
総
選
挙
結
果
や
討
論

の
中
心
に
な
っ
た「
支
部
づ
く
り
」
や
「
支
部

活
動
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
と

な
る
構
え
や
考
え
方
な
ど
を
述
べ
、
来
年

度
は
、
山
梨
県
で
の
開
催
も
報
告
さ
れ
、
１

年
後
の
再
会
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
絞
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
基
づ
く
、
中
身
の
濃
い
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
埼
玉
は
、
開
催
地
の
地
元
で
あ

り
、
準
備
も
含
め
、
受
付
、
書
籍
販
売
な

ど
の
要
員
で
献
身
的
に
交
流
会
成
功
の
た

め
に
奮
闘
さ
れ
た
こ
と
に
、
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

                      

桂
監
督
ら
迎
え
、
第
１
回
埼
玉

県
上
映
実
行
委
員
会
開
く 

 
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
〜
伊

藤
千
代
子
の
生
涯
〜
」
第
１
回
埼
玉
県

上
映
実
行
委
員
会
を
11
月
26
日(

金)

に
浦
和
区
の
コ
ラ
ボ
Ａ
で
開
催
。
こ
の
会

議
は
、
今
ま
で
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

県
本
部
内
に
実
行
委
員
会
準
備
会
と
し

て
３
回
の
会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
県
内
の
団
体
に
も
協
力
を
要
請
し

て
、
規
模
を
拡
大
し
て
開
き
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
に
は
、
桂
壮
三
郎
監
督
と

藤
田
廣
登
原
作
本
執
筆
者
を
迎
え
て
、

お
二
人
か
ら
映
画
製
作
・
上
映
の
意
義

や
撮
影
の
進
行
状
況
や
撮
影
秘
話
な
ど

も
話
さ
れ
、「
監
督
・
映
画
チ
ー
ム
の
４
つ

の
約
束
」
（
①
必
ず
完
成
め
ざ
し
ま
す
。

②
上
映
開
始
時
期
を
早
め
ま
す
。
上
映

債
権
取
得
者
優
先
権
上
映
会
と
し
て
、

第
１
次
上
映
運
動
は
４
月
15
日
～
６
月

10
日
。
第
２
次
上
映
運
動
は
参
院
選
後

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
③
完
成
有
料
披
露
上

映
会
４
月
２
日
（
土
）
に
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

中
央
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
、
④
撮
影
終

了
記
者
会
見
と
全
国
交
流
会
１
月
18

日
（
火
）
午
後
１
時
半
、
全
労
連
会
館
で

開
催
）
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

矢
島
恒
夫
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

埼
玉
県
本
部
会
長
か
ら
は
、
こ
の
間
の

経
過
報
告
、
当
面
の
行
動
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
そ
の
後
は
、
質
疑
や
こ
の
間
の
活 

                    

【
個
人
署
名
】  

 
 

(

４
１
５
筆) 

佐
々
木 

慶
子 

 
 

宮
代
町 

  

５
筆 

篠
田 

健
一 

 
 

東
松
山
市 

 

10
筆 

埼
玉
県
労
働
組
合
連
合
会    

13
筆 

 
 

全
日
本
年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

40
筆 

同 
 

  

飯
能
支
部    

25
筆 

埼
玉
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ 

 
 

 
 

 
 

 

１
３
４
筆 

新
日
本
婦
人
の
会
岩
槻
支
部 

 

32
筆 

 

大
宮
平
和
美
術
会  

 
 

 
 

 
 

20
筆 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会  

14
筆 

  

同 
 

さ
い
た
ま
地
区
委
員
会 

42
筆 

 
 

 

綾
部 

澄
子 

  
 

新
座
市 

加
藤 

宣
子  

さ
い
た
ま
市
見
沼
区 

中
村 

郭
司 

 
 

 

飯
能
市 

高
橋 

正
二 

 
 

 

所
沢
市 

山
本 

浩 
 

 
 

 

富
士
見
市 

飯
塚 

頼
夫 

 

さ
い
た
ま
市
南
区 

須
田
幾
世
志 

 
 

川
口
市 

山
本
幸
彦 

 
 

 
 

狭
山
市 

酒
井 

勇
介 

 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区 

五
十
嵐
孝
弘 

 
 

鶴
ヶ
島
市 

須
田 

真
明 

 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区 

 

  

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

 

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
中
央
本
部 

 

７
筆 

 
 

 
 

同 
 

 

埼
玉
県
岩
槻
支
部 

 

27
筆 

   
 

同 
 

 

春
日
部
支
部      

10
筆 

 
 

 
 

同 
 

 

行
田
・羽
生
支
部 

 

36
筆 

 
 

 
 

 
 

【
団
体
署
名
】 

（
２
団
体
） 

全
日
本
年
金
者
組
合 

飯
能
支
部 

大
宮
平
和
美
術
会 

 
 

 

署
名
合
計
（ 

11
月
末
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名 

   

１
１
８
６ 

筆 
 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

 
  

11
筆 

   

田
中
久
子
、
小
池
荘
市
・
三
枝
子
、
梅
野
茂

文
、
広
瀬
久
雄
、
芝
山
孔
夫
、
下
村
す
み

よ
・
茂
、
大
野
英
子
、
角
田
晃
信
、
豊
原
美

代
子
、
木
村
邦
三
、
新
祖 

章
、
篠
田
健

一
、
増
子
典
男
、
古
江
昌
江
、
新
島
善
弘
、

和
田
義
盛
、
佐
藤
俊
也
、
犬
木
茂
好
、
宮
川 

雅
之
、
戸
谷
和
男
、
宮
地
さ
か
え
、
加
納
真 

阿
部
勝
、
小
倉
啓
介
、
原
田
隆
子
、
柴
山
た

か
子
、
杉
田
実
、
丸
藤
栄
一
、
横
田
正
利
、

白
井
篤
子
、
松
高
良
彦
、
伊
藤
初
美
、
富
家

靖
子
、
東
山
寿
美
子
、
秋
山
君
江
、
村
崎
政

幸
、
大
和
田
哲
、
長
橋
久
枝
、
寺
島
萬
理

子
、
田
中
昌
子
、
山
口
公
悦
、
小
野
民
外

里
、
（敬
称
略
・
11
月
末
現
在
） 

   

動
の
経
験
交
流
が
続
き
、
監
督
も
含

め
参
加
者
か
ら
の
質
問
や
悩
み
な
ど

に
丁
寧
に
応
え
ま
し
た
。 

最
後
に
、
桂
監
督
か
ら
は
、「
こ
の

映
画
は
、
若
い
人
が
見
て
欲
し
い
作

品
で
あ
り
、
社
会
を
変
え
よ
う
と
動

き
出
し
て
も
、
治
安
維
持
法
を
は
じ

め
と
し
た
国
家
権
力
が
襲
い
か
か

り
、
身
を
引
い
て
し
ま
う
人
が
多
い

中
、
た
た
か
う
女
性
の
姿
が
え
が
か

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
弾
圧
さ
れ
投
獄

さ
れ
、
拷
問
な
ど
、
ま
た
権
力
者

は
、
あ
の
手
こ
の
手
で
誘
惑
し
、
思
想

を
変
え
る
こ
と
を
迫
る
・
・
・
若
い
無

名
の
女
性
が
、
矛
盾
に
め
ざ
め
、
今

の
社
会
を
変
え
よ
う
と
立
ち
上
が

り
、
た
た
か
う
姿
を
、
時
代
を
超
え

て
、
今
の
若
い
人
に
見
て
欲
し
い
作
品

に
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
埼
玉
の
皆
さ

ん
の
力
を
貸
し 

て
い
た
だ
き
、
こ 

の
映
画
を
草
の 

根
か
ら
広
げ
て 

欲
し
い
」な
ど
と 

埼
玉
に
対
す
る 

期
待
を
熱
く
語 

り
か
け
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
こ 

の
言
葉
に
大
き 

な
拍
手
で
応
え 

ま
し
た
。 

          

こ
と
な
ど
、「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
成

果
を
確
認
し
、
さ
ら
に
こ
の
道
を
発
展
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
同
盟
中
央
本
部
の
田
中
幹
夫
事

務
局
長
が
、
増
本
一
彦
会
長
に
代
わ
っ
て

あ
い
さ
つ
。
総
選
挙
結
果
を
受
け
て
、
改
憲

へ
の
動
き
が
急
展
開
す
る
危
険
性
が
あ
る
と

指
摘
。
来
年
の
参
院
選
の
取
り
組
み
の
重

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
６
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
全
国
大
会
ま
で
に
２
万

人
の
同
盟
建
設
を
と
提
起
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

で
８
０
０
人
の
拡
大
が
必
要
と
熱
く
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。 

 

昼
食
後
、
午
後
は
討
論
。
ま
ず
、
各
県
本

部
の
報
告
と
し
て
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
山

梨
県
が
発
言
。
埼
玉
は
、
大
野
事
務
局
長

が
発
言
。
埼
玉
の
総
選
挙
の
結
果
の
特
徴

を
述
べ
、
こ
の
交
流
会
に
向
け
史
上
最
高
の

峰
を
築
い
て
迎
え
る
事
が
出
来
た
３
つ
の
教

訓
（
①
目
標
に
魂
を
入
れ
、
②
映
画
上
映

と
一
体
に
支
部
づ
く
り
、
③
世
代
継
承
）を

紹
介
。
さ
ら
に
一
般
論
で
は
な
く
さ
ら
に
３

本
柱
の
強
化
点
を
実
践
す
る
中
で
、
勢
い 

      
 

 

 

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
の
２
０
２
１
年
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
11
月
14
日
（
日
）
、

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
コ
ミ
セ
ン
で
開
か

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
昨
年
に

続
き
、
一
日
だ
け
の
短
時
間
で
の
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

司
会
進
行
役
に
、
千
葉
県
の
小
松
、
埼
玉

県
の
大
野
両
事
務
局
長
が
選
出
さ
れ
、
吉

田
万
三
中
央
本
部
副
会
長
が
開
会
の
あ
い

さ
つ
と
黙
祷
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
、
日
本

共
産
党
の
荻
原
初
男
埼
玉
県
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
。
両
者
は
、
総
選
挙
結
果
に
つ
い
て
、

「
野
党
共
闘
は
失
敗
」
な
ど
の
与
党
の
宣
伝

や
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の「
ウ
ソ
」
、
根
拠
の
な

さ
を
実
際
の
得
票
と
議
席
数
に
即
し
て
厳

し
く
指
摘
。
自
民
・
公
明
の
与
党
が
、
議
席

数
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と
、
補
完
勢
力
の
維

新
は
伸
び
た
が
、
前
回
の
補
完
勢
力
に
は

「
希
望
の
党
」
も
あ
り
、
そ
れ
と
の
比
較
で
は

や
は
り
得
票
・議
席
数
と
も
減
ら
し
て
い
る 

 

司
会
を
務
め
る
大
野
事
務
局
長 

２
０
２
１
年
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
」
が
埼
玉
で
開
催 

 
 
 

 

 

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪

法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態
を 

 

調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

 

年
末
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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斎
藤
家
に
二
年
間
匿
わ
れ
る
。
こ
の
間
、
欠
席

裁
判
で
死
刑
判
決
を
受
け
る
。 

 

明
治
二
〇
年
、
北
海
道
石
狩
に
渡
り
、
伊

藤
房
次
郎
と
変
名
。
高
浜
ミ
キ
と
再
婚
し
て

伝
蔵
は
代
書
屋
で
働
き
、
ミ
キ
は
小
間
物
・
文

具
商
を
営
み
、
三
男
三
女
を
も
う
け
た
。
札

幌
を
へ
て
野
付
牛
（北
見
）に
移
住
し
た
。 

大
正
七
（一
九
一
八
）年
、
腎
臓
病
が
悪
化

し
、
札
幌
の
病
院
に
入
院
。
妻
と
長
男
洋
に

伊
藤
房
次
郎
は
仮
名
で
本
名
は
秩
父
事
件
の

井
上
伝
蔵
で
あ
り
、
事
件
と
来
歴
を
三
日
か

け
て
語
っ
た
と
い
う
。 

六
月
二
三
日
、
野
付
牛
で
死
去
、
享
年
六

五
歳
。
葬
儀
が
行
わ
れ
た
聖
徳
寺
の
過
去
帳

に
は「
此
人
埼
玉
県
秩
父
ノ
人 

明
治
十
七
年

秩
父
事
件
ノ
国
事
犯
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

葬
儀
に
は
秩
父
か
ら
莱
作
と
そ
の
息
子
義

久
が
参
加
、
分
骨
を
抱
い
て
秩
父
に
戻
り
、
長

男
洋
が
同
行
し
、
下
吉
田
村
で
葬
儀
が
行
わ

れ
た
。 

 

『
釧
路
新
聞
』
の
記
者
岡
部
清
太
郎
は
、
長

男
洋
を
取
材
し「
秩
父
颪
」
を
二
四
回
に
わ
た

り
連
載
。
秩
父
事
件
が
多
く
に
人
々
に
知
ら

さ
れ
た
。
ま
た
、「
秩
父
事
件
一
二
〇
周
年
記

念
映
画
『
草
の
乱
』
（
神
山
征
二
郎
監
督
）
」
が

製
作
上
映
さ
れ
た
。
そ
の
主
人
公
は
波
乱
万

丈
の
生
涯
を
送
っ
た
井
上
伝
蔵
で
あ
る
。 

 【
交
通
】
西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気
村
行
バ

ス
で
吉
田
総
合
支
所
前
下
車
、
徒
歩
五
分
。 

  

           

 

ど
が
口
を
そ
ろ
え
た
よ
う
に
改
憲
に
前
の

め
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
選
挙

中
は
ほ
と
ん
ど
改
憲
に
つ
い
て
触
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
改
憲
よ
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
や
暮

ら
し
支
援
の
施
策
を
と
訴
え
ま
し
た
。 

駆
け
寄
っ
て
き
て
署
名
し
て
く
れ
る

人
、
拍
手
を
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
人

な
ど
な
ど
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。 

     

〝
９
条
が
危
な
い
〟
草
の
根
か
ら
声
を
‼ 

総
選
挙
後
、
改
憲
策
動
が
強
ま
る
中 

早
速
「
戦
争
さ
せ
な
い
！
埼
玉
の

会
」が
浦
和
駅
頭
で
宣
伝
行
動
・・・ 

 

11
月
19
日
、
新
し
く
つ
く
っ
た「
の
ぼ

り
旗
」
を
掲
げ
、「
希
望
の
楽
団
」
も
参
加

し
て
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
し
ま
し
た
。 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
衆
議
院
選
挙
が

終
わ
っ
た
途
端
、
自
民
党
や
維
新
の
会
な 

 

墓
碑
は
秩
父
市
下
吉
田
井
上
に
あ
る
。

戒
名
は「
覚
翁
良
心
居
士
」
。
建
立
し
た
の

は
伝
蔵
の
弟
莱
作
で
あ
る
。
伝
蔵
は
江
戸

城
御
用
達
の
歴
史
を
持
つ
蔵
造
り
の
丸
井

商
店
の
六
代
当
主
で
、
明
治
一
二
（
一
八

七
九
）
年
二
五
歳
で
村
会
議
員
に
当
選
。

明
治
一
四
年
、
戸
長
役
場
の
筆
生
（
二
年

後
首
座
筆
生
）
と
な
り
、
一
六
年
、
東
京

の
浅
草
か
ら
古
ま
を
妻
に
迎
え
、
翌
年
布

伝
（
ふ
で
）
が
誕
生
す
る
。
商
用
で
た
び
た

び
東
京
・
横
浜
に
出
か
け
る
こ
と
で
自
由

民
権
思
想
に
触
れ
、
自
由
党
員
と
な
る
。 

 

明
治
一
七
年
、
筆
生
を
や
め
、
秩
父
自

由
困
民
党
の
請
願
や
組
織
づ
く
り
に
関

わ
り
、
蜂
起
に
際
し
て
は
会
計
長
に
就

任
。
皆
野
本
陣
離
脱
後
、
下
吉
田
村
関
の 

矢
島
会
長
の
卒
寿
を
祝
う 

 

矢
島
恒
夫
会
長
が
11
月
15

日
満
90
歳
を
迎
え
ま
し
た
。 

全
国
で
も
卒
寿
を
迎
え
た
現

職
会
長
は
貴
重
な
存
在
で
す
。 

埼
玉
県
の
国
賠
同
盟
は
11
日
、

コ
ロ
ナ
下
で
も
あ
る
の
で
、
常
任
理

事
会
の
あ
と
さ
さ
や
か
な「
祝
う

会
」
を
行
い
14
年
に
わ
た
る
会
長

の
重
職
に
感
謝
し
、
卒
寿
を
祝
い

ま
し
た
。
各
人
か
ら
矢
島
さ
ん
と

の
出
会
い
な
ど
が
こ
も
ご
も
話
さ

れ
、
参
加
者
全
員
、
矢
島
さ
ん
か

ら
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
同
盟
の
理
事
で
画
家
の
鯨
井

洪
先
生
が
描
い
た「
肖
像
画
」
を

記
念
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。 

                   

 

 

 

 

 

 

と
モ
ノ
言
え
ぬ「
暗
黒
社
会
」
づ
く
り
が
強
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。 当

面
、
岸
田
政
権
は
米
国
の
バ
イ
デ
ン
政
権
と
の
約
束
の
も

と
、「
台
湾
有
事
」
に
備
え
た
参
戦
態
勢
づ
く
り
と
、
そ
の
た
め

の
自
衛
隊
の
攻
撃
的
な
大
軍
拡
、
そ
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
憲

法
９
条
改
憲
に
向
け
て
、
攻
勢
に
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
、
地
域
で
草
の
根
で
さ
ら
に
広
げ

て
、
こ
れ
ら
の
企
み
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
強
め
る
と
と
も

に
、
来
た
る
参
議
院
選
挙
で
改
憲
勢
力
を
少
数
に
追
い
落
と

し
、
政
権
交
代
へ
の
足
掛
か
り
を
確
か
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

同
盟
の
出
番
で
す
。 

     
    

   
  

(

国
賠
同
盟
埼
玉
県
本
部 
常
任
理
事) 

ko
ku

baido
um

ei  

                        

総
選
挙
の
結
果
、
改
憲
勢
力
と
い
わ
れ
る
自
民
・
公
明
・

維
新
が
衆
議
院
で
、
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
以
上

の
議
席
を
確
保
し
ま
し
た
。 

岸
田
首
相
は
、
選
挙
期
間
中
は
ほ
と
ん
ど「
改
憲
」
に
触

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
挙
が
終
わ
っ
た
途
端
、「
精
力
的

に
取
り
組
む
」
と
意
欲
を
示
し
、
議
席
を
伸
ば
し
た
維
新
の

会
の
松
井
代
表
も
前
の
め
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

９
年
に
わ
た
る
安
倍
、
菅
政
権
の
も
と
で
、
国
家
安
全

保
障
会
議
設
置
法
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法
、
共
謀

罪
法
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
言
明
、
学
術
会
議
人
事

介
入
、
改
憲
手
続
き
法
＝
国
民
投
票
法
改
訂
、
デ
ジ
タ
ル

関
連
法
、
土
地
利
用
規
制
法
な
ど
、「
戦
争
す
る
国
」
づ
く

り  

私も 
一言 

短  

歌 

総
選
挙
の「
維
新
」
の
伸
長
目
に
つ
き
ぬ 

許
し
て
な
ら
ぬ
改
憲
の
動
き 

「
考
え
る
よ
、
自
分
自
身
で
」と
来
年
の 

参
院
選
に
孫 

目
を
輝
か
す 

川
口
市 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

重
病
脱
し
職
場
復
帰
す
天
高
し 

水
引
草
の
花
に
雌
雄

し

ゆ

う

の
あ
る
ふ
し
ぎ 

 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

新
米
の
価
格
暴
落
怒
り
顔 

青
黄
赤
三
段
染
め
の
紅
葉
狩
り 

行
田
市 

  

大
野 

辰
男 

『
蟹
工
船
』
両
手
で
開
く
今
朝
の
冬 

「
お
い
地
獄
さ
」
冬
日
に
開
く「
蟹
工
船
」 

さ
い
た
ま
市  

小
池  

荘
市 

川 

柳 

意
図
的
に
共
闘
負
け
と
嘘
合
唱 

食
パ
ン
の
値
上
げ
悔
し
い
食
の
秋 

春
日
部
市 

 

福
家 

駿
吉 

＊
初
心
者
歓
迎
、
毎
月
25
日
締
め
切
り
で
す 

 ＊
初
心
者
歓
迎
、
毎
月
25
日
締
め
切
り
で
す 

    

 
 

第
３
回

井
上
伝
蔵
の
墓
碑 

 
 

 
 

 

篠
田 

健
一 

 

秩父事件 
墓碑探訪 

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
草
の
根
で
広
げ 

改
憲
発
議
阻
止
、
政
権
交
代
め
ざ
そ
う 

 
 

     
 
 
 

 
埼
玉
県
平
和
委
員
会
代
表
理
事 

 
 

二
橋 

元
長 

 
 
 

 

 

先
に
闘
わ
れ
た
総
選
挙
は
、
日
本
の

歴
史
上
初
め
て
、
治
安
維
持
法
犠

牲
者
を 

源
流
に
持
つ
政
党
が
政

権
に
か
か
わ
る
歴
史
的
選
挙
で
し

た
。
そ
れ
に
危
機
感
を
も
っ
た
支
配 

勢
力
は
、
必
死
に
そ
の
推
進
力
と
し
て
奮
闘
す

る
共
産
党
に
攻
撃
を
集
中
す
る
〝
反
共
攻
撃

〟
で
、
共
闘
を
分
断
し
、
破
壊
す
る
戦
略
を
と

り
ま
し
た
▼
い
ま
私
た
ち
は
、
歴
史
の
教
訓
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。
か
つ
て
京
都
府
知

事
の
蜷
川
虎
三
さ
ん
は
、
朝
鮮
戦
争
の
前
夜
、

「
反
共
は
戦
争
前
夜
の
声
」
と
喝
破
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
反
ナ
チ
の
行
動
で
知
ら
れ
る
牧

師
マ
ル
チ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
の
自
戒
を
込
め
て
歌
っ

た
詩
『
彼
ら
が
最
初
共
産
主
義
者
を
攻
撃
し
た

と
き
』
を
思
い
起
こ
し
ま
す
▼
戦
前
の
日
本
も

ド
イ
ツ
も
、
戦
争
準
備
の
過
程
で
頑
強
な
反
対

勢
力
で
あ
っ
た
共
産
党
を
弾
圧
し
ま
し
た
。
や

が
て
そ
の
弾
圧
は
自
由
主
義
者
や
宗
教
者
へ
と

拡
大
し
て
行
き
ま
し
た
。
い
ま
で
言
え
ば
〝
反

共
は
野
党
共
闘
つ
ぶ
し
の
声
〟
で
す
▼
悪
質
な

デ
マ
ま
で
使
っ
て
攻
撃
す
る
の
は
野
党
共
闘
の
強

力
な
推
進
力
に
な
っ
た
共
産
党
を
排
除
で
き
な

く
な
っ
た
か
ら
で
、
自
公
政
権
の
弱
さ
と
焦
り
の

表
れ
で
す
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
、
い
ま
こ
そ
、
草
の
根
か
ら
声
を
挙
げ
、

野
党
共
闘
の
大
道
を
前
進
さ
せ
る
た
め「
国
賠

同
盟
」
が
真
価
を
発
揮
す
る
時
で
す
。
（池
） 

 

      

               

   

 

 


